
教育学研究科専門職学位課程（教職大学院）のディプロマ・ポリシー 
 

和歌山大学の目的及び使命並びに教育学研究科の目的に基づき、研究科の専門教育を通して、「学び続け

る教師」として次の目標に到達していると認められる者に教職修士（専門職）の学位を授与する。 

 

１. 高度な専門性と研究力 

・学校教育において教育活動を行うための高度な専門的知識や実践力を身につけている。 

・学校や教育実践に寄与するために、課題解決に取り組むための力量を有している。 

・自律的に課題を発見・解決する柔軟な思考力や研究遂行力を身につけている。 

・短期的・長期的な視野に立ち、反省的実践者としての省察に基づいて教育活動の改善に取り組むため 

の力量を有している。 

 

２. 協働性と倫理性 

・基本的人権を擁護し、他者と関わりながら教育活動を高度に展開するための基盤を有している。 

・研究倫理を順守し、教育の発展に寄与する高度な研究活動を行う基盤を有している。 

 

３. 地域への関心とグローバル視点 

・地域をグローバルな視点から理解し、地域社会と協調的な関係を構築するための高度な専門的知識や 

技能を身につけている。 

 

 

教育学研究科専門職学位課程（教職大学院）のカリキュラム・ポリシー 

 

教職修士（専門職）にかかる学修成果を身につける教育課程を次の方針に基づき編成し実施する。 

 

【教育課程編成の視点と内容】 

１. 「学び続ける教師」として求められる高度な専門的知識や技能を身につけるため、体系的・系統的な 

カリキュラムを設定する。その内容は、専攻共通科目（専攻共通基礎科目及び専攻共通深化科目）、

コース専門科目、実習科目、実習関連科目及び修了研究に分類する。 

２. 教育課程の編成に際しては、以下の内容を視野に入れる。 

・最新の専門理論・技術と実践の架橋 

・地域の学校・子どもの実態、必要性に応じた実践を行うための理論・技術の修得 

・時代が求める教育を地域に応じて展開できる理論の修得と実践 

 

【教育課程展開の授業形態・方法】 

１. 授業科目ごとに到達目標を設定する。 

２. 到達目標に向かって学修を進められるように、講義、演習、実験、実習、実技又はこれらを組み合わ 

せた授業を行う。 

３. 各科目では、その態様に応じて予習・復習・課題等により、授業時間外学習を課す。 



４. 授業の方法については、以下の内容を視野に入れる。 

・研究者と実務家によるティームティーチング、あるいはチームによる授業提供 

・課題解決型ワークショップ、提案型プレゼンテーション、ロールプレイング、ケースメソッドや実践 

事例の検討 

・指導案の提案、それに基づく授業実践 

・地域の学校と密着した実習 

・関係機関との意見交換会・交流会 

 

【学修成果の評価方法】 

１. 学修成果は、シラバス等に明記された到達目標に応じて、試験、レポート、審査、口頭試問、研究発 

表などを通して評価する。 

２. 評価の方法に際しては、次の内容を視野に入れる。 

・課題解決型ワークショップ、提案型プレゼンテーション、ロールプレイング、ケースメソッド、指導 

案・授業実践の評価 

・学生が自ら立てた課題と到達目標の達成度 

・学校や地域・関係機関に関する報告書 


